<Book Review> Akihiko Matsui, The Economics of Customs and Norms (Toyo Keizai Shinpo-Shya 2002) by 柳沼 寿
<書評> 松井彰彦「慣習と規範の経済学 : ゲーム理
論からのメッセージ」東洋経済新報社 2002年
著者 柳沼 寿
出版者 法政大学経営学会
雑誌名 経営志林
巻 42
号 1
ページ 57-62
発行年 2005-04-30
URL http://hdl.handle.net/10114/4031
経営志林第42巻ｌ>）2005年４月５７
〔書評〕
松井彰彦
「I慣習と規範の経済学：ゲーム理論からのメッセージ」
東洋経済新報社2002年
柳沼 寿
ゲームの理論におけるオーソドックスな議論であ
る。第３章と第４章の「結託の経済効果１．１１」
の二つの章ではカルテルを容認するか否かという
規範が社会厚生にどのような効果をもたらすかを
検討している。また，クールノー型競争の世界に
おける過剰節入と投資競争の可能`性を取り上げら
れている。第５章の「価格競争と慣習」は，市場
で受け入れられる価格競争の程度も規範の一つと
見なし，その効果を分析している。最後の第６章
｢企業の目的」では利潤極大化原理以外の目的を
掲げる企業の存在がもたらす効果を検討している。
第Ⅱ部の「進化・社会ゲームの理論」は第７ｆｌｉｔ
以下第13章までで，トピックスの数が第１部や第
Ⅲ部より多く，著者の関心領域がここに集中的に
含まれている。第７章「ナッシュ均衡の解釈」は
ゲームの理論で殿もポピュラーなナッシュ均衡が
達成されるプロセスを「思惟的過程」と「進化的
過程」の概念によって検討している。第８章は
｢進化論的安定戦略と勤学」で，進化的安定とそ
れに到達する過程を叙述する反応勤学を用いて，
個体の適応過程を数学的に商度の論証によって論
じている。第９章「社会とコミュニケーション」
では，人々が何故相互にコミュニケーションを図
るのか，ゲームの理論における戦略として位置づ
けて考察しているのが興味深い。第１０章の「異文
化との接触」では，異なる取り|行動を持つ複数の
共|司体が開放的な状態に置かれるとどのような均
衡に到達するかを明らかにしている。また，第１１
章の「グローバリゼーションと均衡選択」では，
突然変異が持続的に生じるとき，個体がどのよう
に優れた行1IDを模倣していくかを検討する。本iiiｔ
における生物学的ないし文化論的視点がユニーク
である。そして第１2章の「通貨危機と合理的パニッ
ク」においては，投資家の合理的行動としてパニッ
ク現象もi税Iﾘ)可能であることを指摘している。第
１．はじめに
本書は，2003年度における日本経済新聞図書文
化f(受賞作であり，ゲーム理論の最先端を紹介す
るに留まらず，チヤレンジングな領域を開拓する
糖神にあふれた内容を持つ，刺激的な著作である。
著者あとがきでも指摘されているように，ＥＣＯ‐
nomicsはギリシャ語のOikos＋Nomos＝Oikon‐
omikosに由来する。Oikosとは都市国家の生産
力を産み出す共同体を指し，Ｎｏｍｏｓはそこに存
征する規範を指していた。今|｣の経済学では前者
に関わる議論が支配的で，後者の側面はないがし
ろにされてきたきらいがある。本書において，著
者は，ゲーム理論の発展を踏まえて，敢えて今日
の主流とは異なる「規範」や「悩習」の問題を取
り上げようとしている。
また，本書のスタイルも独特で，規範分析にあ
りがちな「べき論」は登場せず，「如何に合理的
に説明できるか」に徹している。また，個々のト
ピックスに応じた論理展開は自己完結的で，本普
全体を論理的・体系的に整理して扱うというやり
方を取っていないのも一つの特徴といえる。
2．本書の構成
本書は序論を除き三部に分かれている。序論は，
｢慣習」や「規範」を巡る概念の轆理と，本書の
アプローチの特徴，及びゲーム理論の準備，に当
てられている。「悩習」や「規範」を巡っては，
スペースの制約から充分論じきられていないもの
の，著者の意気込みは伝わってくる。
第１部は「合理lvlｮと慣習」と題され，第２章か
ら第６章までが含まれる。まず，第２章の「繰り
返しゲームとフォーク定理」では長期均衡の選択
が慣習ないし法律の「に成立することを考察する。
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213章の「合理化可能予見勤学」では，将来に関
して不完全ではあるが合理的な予測可能性を持つ
個人を前提として，社会がどのように動いていく
かを大きなスケールで考察している。
第Ⅲ部は「淡縄から帰納へ」と題されており，
第１４章から第17章までをカバーしている。第14章
｢意志決定理論」では，期待効用理論とマーチ＝
サイモン流の満足化理論（その延長にある「１１:例
ベース意志決定理論｣）とが相互に埋め込み可能
(同値）であることを理論的に明らかにしている。
議論は数学的に厳密ながらエレガントで印象的で
ある。第15章「繰り返しゲームと満足化理論」は，
さらに進んで，満足化理論のいう限定合理的な個
人を前提とすると長期的には協力が唯一の解とな
ることが示される。第16章の「合理的差別」では，
民族的な差別問題を合理的な個人の行動として説
明できることをフェスティバルゲームによって明
らかにしている。そして最後の第17章「帰納論的
ゲーム理論」では，やはりフェスティバルゲーム
によりながら，豊かな経験が差別や偏見を少なく
する可能性について厳密に論証している。
以下，各章毎にコメントを加えていく。
（２）「繰り返しゲームとフォーク定理」（第２章）
ゲームの理論で馴染み深い，Tit-for-Tat
（「月には'一|を｣）戦略と，Trigger（｢引き金｣）
戦略を取り上げ，長期的には人々がこれらの戦
略から逸脱せず，協調的行動が「悩習」的に形
成されることを証明している。証明は数学的で
あるが，途中の過程が省略されていることもあ
り，Ｉ:１１|当のレベルでないとフォローし難い。後
､卜では結託も規範の一つであるとして，談合の
ような結託が長期にわたって存続できる理由を
考察している。この部分はゲームの理論におけ
る初歩的な説明に依拠している。
（３）「結託の経済効果Ｉ」（第３章）
ここではクールノー型競争と参入の問題が取
り上げられ，自由参入が認められる場合には過
剰参入が発生すること，他方，結託によって自
由参入が''１１１１二される場合にも短期的・長期的に
得をする主体はいないことが明らかにされる。
長期の場合の社会的厚生の計算に関して誤りが
あるが，結論に影響はない。
（４）「結託の経済効果Ⅱ」（第４章）
第１段階でコスト削減投資を実行し，第２段
階でクールノー型競争を行うゲームを考えると，
カルテルによる生産量調整はむしろ投資を拡大
しⅢ長W1的に産業の競争力を強化する場合があ
ることを指摘している。これが成立するのは，
カルテルによる生産量調整がもたらす歪みより
も，投資競争とそれによる長期費用改善効果の
力が大きい，という条件が必要である。日本の
産業政策の実証などに応用可能な議論といえる。
ただ，投資競争が生じる条件についての説明が
不足しているようにみえるのがモデルの展開上
残念である。
3．序論及び第１部「合理性と慣習」の概要
（１）「序論」（第１章）
本書で中心的役割を担う「,慣習」は個々の主
体の「習'慣」と異なり，同一の社会的集団に属
しているものにとって，それに従った方が望ま
しいような性質を持ち，それは継続性と匿名性
を有すると規定している。この様な'１１９【習を支え
る力として，著者は慣`性・自己拘束力・規範を
あげている。‘倣習・制度・規範・文化・法律な
どの概念は有機的に連関しており，固定的な定
義で縛らない方がよいと述べているのは，この
種の議論が本書の範囲を超えることや，ややも
すると不毛に終わりかねないことを考えれば，
一つの見識というべきであろう。また，本書の
アプローチが，制度派経済学や，社会学的世界
におけるアプローチとどのように異なるか，そ
して合理性という柱によって個並びに社会全体
の行動を如何に論じようとしているか，に関す
る著者の強い意志が伝わってくる。
（５）「価格競争と慣習」（第５章）
まず，ベルトラン型競争の世界を想定すると，
固定YHが比1校的小さいときにはⅢ生産者余剰が
小さいので過少参入となり，社会的余剰も小さ
い。そこに政策的介入の余地が生まれることが
論じられている。しかし，市場における競争の
タイプには競争から協調まで様々な可能性があ
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り，市場にどのような規律を持った企業が存在
するかによってパフォーマンスも大きく異なる
可能性がある。本章では，マークアッブ原理企
業と利潤最大化企業の二つのタイプが存在した
とき，果たして利潤最大化企業が優位を占める
のか，社会的厚生もその方が大きいのか，を検
討している。結果は，いずれも否であり，利潤
最大化原理は万能ではなく，「緩い制約」とし
て機能するに過ぎないことがlﾘIらかにされる｡
（８）「進化論的安定戦略と勤学」（第８章）
ここでは，進化論的安定戦略（ESS）を定義
した上で，戦略分布の時|;i]的変動を再生産勤学
によって表し，ＥＳＳが漸近的安定であること
を証明している。また，股適反応勤学を用いて
ＥＳＳが最適反応安定戦略であることも証明し
ている。前者の再生産勤学は生物学的な進化過
程に近く，後者の最適反応１１ﾉﾘ学は社会学的進化
過程に近い，こうして近年のゲーム理論で注目
されているＥＳＳが，種の淘汰や個の適応とい
う進化過程と密接な関連を持つことが明らかに
されている。いずれも数学的に高度の論証によっ
ているが，ＥＳＳが漸近的安定性を持つことの
征Iﾘl中に登場する表８．２に基づく勤学経路
（図８．１）と，リャプーノフ関数による一般
的証明においてリヤプーノフ関数自体が負値の
11U数として定義されていること，の２点で大き
な誤りがある。
（６）「企業の目的」（第６章）
通常企業の目的は利潤最大化にあると仮定さ
れている。
ここでは，利潤とそれ以外の|引的を加I1iIIz均
したものを企業の目的関数とした上で，この企
業が利潤のみを目的とした企業と較べてより大
きな利潤を上げているかを検討し，必ずしもそ
うではないことを証明している。このことから，
利潤最大化（株価股大化といってもよい）を目
的とする企業と異なる日本企業の行動を経営主
義理論のような異なる規範によって説明する必
要性があることを導き出している。論理的にや
や飛躍はあるものの興味深い結論である。
（９）「社会とコミュニケーション」（第９章）
ここでは，「言葉」を人々がプレーする前に
協力するか否かを判断するシグナルとして考察
している。オークションを例に取り，多くのプ
レーヤーが「協力」と事前に叫んでシグナルを
送ることによって「協力」以外の戦略が最適で
なくなる効果があることを指摘している。「言
葉」は協力が実現されてしまえば不要になって
しまうというのがここでの帰結の一つである。
１１府黙の了解はこうした経験の積み重ねのLlLiで成
立するのである。
４．第II部「進化・社会ゲームの理論」の概要
（７）「ナッシュ均衡の解釈」（第７章）
ゲームの理論においてナッシュ均衡が不TII欠
の概念であることは周知のとおりである。しか
し，何がナソシュ均衡かを明らかにすることと，
如何にしてそれに到達できるかを論じることに
は大きな違いがある。本章では，後者の問越に
対して，ナソシュ均衡をプレーする直前までプ
レーヤーの頭の中で相手の手を読み切ってプレー
する「思惟的過程」と，時間の経過と共に望ま
しい戦略のみが残って最終的にナッシュ均衡に
到達する「進化的過程」を取り上げ，クールノー
型競争の世界がどのような調整過程を辿るかを
描いている。前者の場合全てのプレーヤーの予
想一致という条件を実現することの難しさがあ
り，予想が過去の慣習から産み出される進化的
過程の方が，ナッシュ均衡への到達を保証する
上でi論理的に無理が少ないことを論じている。
(10）「異文化の接触」（第10章）
２つの共同体があり,取引の様式が異なると
する。閉鎖的な状態から|)#故体制に移行したと
き，どのような均衡に落ち情くかが検討されて
いる。その'雛，同じ財でも取引様式が異なると
得られる利得が低下すると仮定する。完全にど
ちらか一方に|剛化した均衡と部分的に同化した
均衡が得られる，というのが結論である。特に
当初の共|司体が小さい場合には，相手に同化す
る可能性がi{]i<なる。これは国際貿易や国際的
な標準化の問題にも応用可能である。大国の方
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が自らの文化（取引様式）を他国に対して広め
やすい』というのは常識的ではあるが，合理的
行動の結果として説明できる点で説得力がある。
なお，図１０２の統合状態に関するフェイズダ
イアグラムで部分同化均衡が存在するように描
かれているのは誤りである。
いる。しかも，割引率が低く，プレーヤーの交
替する確率が高い時には，この安定集合から離
脱する可能性も大きくなるという。人々が長期
的視野を持ち，異なる行動をする人々の出現率
が高ければ，社会全体としてある状態から他の
状態への移行が容易になるといっているわけで，
社会の歴史的推移についてゲーム理論からの新
たな解釈を与えてくれているのである。(11）「グローバリゼーションと均衡選択」（第１１
章）
突然変異の生じる数がある閾値を超えると全
く別の均衡へと移行する可能性があることは容
易に想像がつく。優れた突然変異が徐々にその
周辺にいる個体の行動様式に影響を与えていく
過程でも，個体間の生存競争過程を通して最終
的にこの行動様式が生き残り普及していくこと
がある。その際突然変異種の交流範囲が小さい
とグローバルな荒波の中にいるより繁栄しやす
くなる可能性もある。いわば「小さく始めて大
きく育てる」ことの論拠を与えてくれていると
いってよい。
5．第Ⅲ部「演鐸から帰納へ」の概要
(14）「意志決定理論」（第14章）
近代経済学においては，不確実性の分析にフォ
ン・ノイマン＝モルゲンシュテルン流の期待効
用理論が用いられる。期待効用理論においては，
意志決定主体は効用関数に取り入れられる変数
や関数の形及び期待確率全てについて先験的知
識を持つと仮定されている。これに対して，マー
チ＝サイモン流の満足化理論では意志決定主体
は多くの変数について最低水準を満足するよう
に行動すると仮定される。満足化理論の新たな
発展型として近年議論されている事例ベース意
志決定理論においては，人々は過去の経験から，
それぞれの選択肢がもたらす効用と現状との近
似性を判断して最適な決定をすると仮定されて
いる。
期待効用理論と事例ベース意志決定理論とは
全く相容れない考え方のように見えるが，両モ
デルをゲーム理論的に整理すると相互に「埋め
込み可能｣，すなわち「数学的に同値」である
ことが判明する。ここでの論証は厳密に数学的
であるが大変エレガントに進められている。前
者はいわば演鐸的な推論であり，後者は帰納的
推論といいかえられる。日常的に両者が一致す
る状況は想像しにくいが，究極において一致す
るということは興味深い論証である。
(12）「通貨危機と合理的パニック」（第12章）
社会現象としての群集心理は一見非合理的な
行動に見える典型的な例である。アジアの通貨
危機の際も，投資家は競って資金を引き揚げよ
うとした。しかし，投資家それぞれが投資しな
ければ次期の利得が高まらないというモデルを
想定すると，将来のリスクの上昇を契機として
全ての投資家が資金を引き揚げる行動を見せる
マルコフ完全均衡が成立することを論証してい
る。パニック現象を合理的に説明するという視
点は大変興味深い。但し，プレーヤーとしての
投資家が一斉に投資したときと自分だけ投資し
たときの期待利得に基づく最適反応の記述が間
違っているのは問題である。
(13）「合理化可能予見勤学」（第13章）
通常のゲームでは，人々が自分のおかれてい
る環境，すなわち社会，の変化を考慮しないで
利得を最大化するように行動する。本章では，
人々が将来における経路を予見して最適に行動
するとき（合理化可能予見勤学）全てのゲーム
に安定的な集合が存在することを明らかにして
(15）「繰り返しゲームと満足化理論」（第15章）
人々が毎期の利得目標値を現実に生じた利得
に応じて修正しながら行動し，修正後の目標利
得より高い利得をもたらす行動を採用すると仮
定すると，例えゲームが囚人のジレンマであっ
たとしても「協力」のみが唯一の解となること
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向性を備えた優れた書ということが出来る。ゲー
ムの理論を通して‐気に我々の視野を広げ，心地
よいIiII激を与えてくれる善であり，Ⅱ本経済新聞
図,1$文化賞の対象となる理}'１は充分納得できる。
本書は全体としてゲームの理論に関して中級な
いし上級の理解ﾉﾉを要求するレベルのiiliい良書で
ある。数学的なレベルだけでなく，新たな領域を
数学的にどうモデル化するか，というノウハウに
関しても多くの示唆を与えてくれる．またロ各章
がほぼロ己完結的にまとめられており，ある章の
議論はモデルをフォローできる力さえあれば，そ
の『;fの中で定締する。高レベルでありながら読み
やすいのはこうした点があるからでもあろう“
しかしながら，本書についても幾つか気になる
点があるのでそれらを指摘しておこう。まず，本
TI$における様々な論証の厳裕さにおいて粘粗まち
まちの印象を受ける。例えば，第２章において長
艸l的に協調行動が形成されることの証Iﾘ]は数学的
に厳密であるが，同じ章の後半で結託を分析する
ときには初歩的な証Ulが使われている。第８章と
第14章における数学的に厳裕な証明と，第16章及
び第17章のiii純化されたモデルの適用，弊がそれ
である。－進厨の読者を対象とするなら，この辺
りの配慮がもう少しあってもよかったかも知れ
ない。
次にあげられるのは，幾つか散見される誤りで
ある。第３草では，結論に影騨はないものの，長
期の場合に関する社会的厚生の計算に誤りがある。
第４章ではカルテルにより投資競争が生じる可能
性があることを論じているが，その条件が不足し
ているように兄える。第８厳の進化論的安定戦略
が雌適反応安定であることを証明しているが，勤
学経路の作図」Zの誤りがあることと，リャプーノ
フ関数を負値のilU数として定淀するという誤りを
犯している。特に後者は敢大で，このままでは勤
学的安定性を保証することができない。第10章で
はフェイズダイアグラムの作図に誤りがある。第
l2tiTにも期待利僻に基づく投資家の鹸適反応に関
する記述が誤っている。
以上のように水苔には幾つか承要な誤りも認め
られるものの，全体としてのレベルの高さと新た
なゲームの理論の領域を開拓しようとする著者の
意気込`みが伝わってくる良１１１:として商いiiWilliを与
がリ1らかにされている。いいかえれば，過去か
ら導かれる目標に対して不iiMiがあれば柵下の意
志と無関係に自ら行動を変える人々の存在する
ことが協力をもたらすことを述べているので
ある。
(16）「合理的差別」（第16章）
本章では，社会の構成員の確固たる先験的知
識をiii提とする従来の演緤的ゲーム理論ではな
い，社会の構成員の経験を韮礎におく帰納i諭的
ゲーム理論が提唱される。その一つであるフェ
スティバルゲームは，社会に異なるフェスティ
バルのための場所があり，人々はまずどの場所
に行くかを選択し，次いでその場所で友好的に
振る朧うか否かを決定する，という構造を持つ。
このゲームには，多数民族の・部が少数民族が
その場にいることを観察しただけで非友好的態
度を取る，少数民族は多数民族がいても友好的
態度を取る，というナッシュ均衡が存在する。
こうして簡単なモデルに基づきながら，民族間
（個人間）の差別と偏見に|HIするゲーム型'1諭的
アプローチの可能性が示される。
(17）「帰納論的ゲーム理論」（第17章〉
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙゲームにおいて,人々が｢]ら
の経験に基づいて極得した利得を説明すると仮
定する。この時，多様な経験をした人の方が自
らの利得について歪めて解釈する可能性が低下
する，というのが本草のメッセージである。す
なわち，本来は客観的な理由から生じているこ
とが，自らそれを解釈する経験が不足するが故
に，非合理的な解釈を行ってしまい，それが偏
見や差別につながる，ということである。ここ
でのモデルも単純化されているものの，内群的
には畷かなものを含んでいる。
６．終わりに
以｣も，第１部から第Ⅲ部まで，各章毎に1ﾉ1群を
紹介してきた。これまで，どちらかというと社会
学あるいは心理学の世界で議論されてきた「仙認」
や「規範」の問題をゲーム理論的にアプローチし
ようとする試みとして，本諜は論理的厳密'１２と狐
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えられる。また，全体に数学的レベルの違いはあ
るものの論証はエレガントで好感を持てる。ゲー
ムの理論を広施な領域で応用しようとする学生や
研究者にとって｣恰好の指針となる好箸といえる。
以上
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